
ひでよしたいせん

（6）秀吉との対戦
とさしらしゆご しよ’jよう ちょう

秀吉軍との対戦土佐の七守護の中でも最も所領の少なかった長
そがく もとちか しこくぜんど

宗我部氏は、元親のはたらきで、四国全土にまで勢力をのばすこと

ができました。

1585年四国を統一した元親の前に大きく立ちはだかったのは、
おだのぶながこうけいしゃ けんりょく とよとみひでよし

織田信長の後継者として権力をにぎった豊臣秀吉でした。天下統一

をめざす秀吉は、元親の動きをおさえねばなりません。秀吉軍は、
あわなるとさぬきたかまつやしま

阿波の鳴門、讃岐の高松・屋島方面からせめ入ってきました。

元親軍は、各地ではげしく戦いましたが、力つき、とうとうまけ

てしまいました。四国を統一したその年、元親は、秀吉に敗れたの

です。
とよとみ

元親軍がまけた一つの原因は、戦力のちがいでした。豊臣方の兵
へぃのうぶんlj

士は兵農分離を終えて訓練をつんだ専門の武士団でした。一方、元
じき ばんぺい

親軍の兵士は、農作業のいそがしい時期になれば、番兵を戦場に残
いちりょうぐそく

し、自分の田畑にもどらねばならない農民兵、一領具足たちでした。

長い年月、戦いにあけくれてきた一領具足たちは、つかれはて、
ぷぐ

武具も豊臣軍とは比較にならないほどそまつなものでした。
なんかいちらん3 しょもつ ぶぐ

『南海治乱記』という書物によると、「秀吉の軍はりっぱで、武具
ば

や馬具は光かがやき、馬も堂々としており、武士たちはまことにい
ちょうそがぺ

かめしい｡」また、「長宗我部軍は、おそまつな木のあぶみをつ
とさ あさ

けた土佐の馬にのI)、兵士のよろいはきれて、麻糸でつづり合わせ
ひょうろう

てあり、国に兵糧がとぼしく、長い戦争はできない」と記されて

あります。
せいふく あわさぬ きい、k

また、元親に征服された阿波・讃岐・伊予の兵士たちは、元親の
はいせん

ために戦う意欲が少なかったことも敗戦につながりました。
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戦いに敗れ、
とさ

に土佐の国は、
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ひでよし もとちか

秀吉にこうふくした元親でしたが、さいわぃなこと

自分の領地として、おさめることを許されました。

ちよぅそがぺ せいとう

長宗我部氏の四国統一と秀吉の四国征討関係図

宿宅
四万十jl

｢高知県の歴史」よ塚

豊臣軍

今■ﾛ長宗我部軍



きゅうしゆうしゅつぺい もとちかひでよし ぶんごしゅっじん

九州出兵1585年元親は秀吉の命令で、九州豊後に出陣しまし
ちゅうご〈 へいてい し裏ず

た。中国・四国を平定した秀吉は、九州の島津氏をたおそうとして

いたのです。
へ つ ぎ がわおおいた

島津軍と元親たちの軍は、戸次川（大分県、今の大野川）ではげ
のぶちか

しぐ戦いました。このとき、元親は、最愛の長男信親を失ってしま
けらい

いました。信親は、知恵もあり家来たちを大切にし、だれもが元親

のあとをりっぱについでくれると期待していました。元親たちも、
いよえひめ ひぶljじましりぞ

命からがら、伊予（愛媛県）の日振島へ退きました。元親は日振島

で、秀吉のさしずを待ったのです。岡豊へは帰らず、使いを岡豊へ

出しました。

信親の死をなげき悲しみ、元親はその後人が変わったように、す

っかり元気をなくしてしまいました。
のぶちか ながはませっけいじ

戦死した長男信親の墓は、高知市長浜の雪膜寺にあります。

信親の墓（高知市長浜雪践寺）
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元親の墓（高知市長浜天甫寺山）
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ちようそがぺけめっぽうもとちか うらどひ~渥

長宗我部家の滅亡元親は、1591年ごろ浦戸に城をきずき、秀
よしおだわらじよう すい〈'（，

吉の小田原城ぜめのときには、水軍をひきいて参加し、てがらを
ちようせんしゅっぺい

たてました。また2度にわたる朝鮮出兵にも加わり、秀吉のため
か つ

に活やくをしました。
やまい きようとふLみ

秀吉の死後、元親も病がちになり、1599年、京都の伏見でついに

61歳でなくなりました。
はらん しようがい ながはまてんぽじ

波澗にみちた生涯を終えた元親の墓は、高知市長浜の天甫寺山の

中腹にあります。
も11ちか

元親の長男、信親の死後、長宗我部家では、四男盛親があとをつ

ぐことになりました。
とよとみと〈がわけんりよく せきが

秀吉の死後、豊臣家と徳川家の権力争いが強まり、1600年、関ヶ
はら

原の戦いがおこりました。盛親は、豊臣方に味方をしましたが、豊

臣方は敗れ、盛親たちは土佐へにげ帰りました。
いえやす Lやざい とさ

徳川家康は、盛親の謝罪は受けつけず、とうとう土佐の国をとり
ういじん

初陣の像（若宮八幡宮）あげてしまいました。
えんしゅうかけがわじょ

土佐の国は、遠州掛川の城
しゆやまうちかずとよ

主山内一豊にあたえられ、盛
ろうにん きょう

親は、浪人となって京にのぼ

りました。盛親は、この後も
おおさかじん

大阪冬の陣・夏の陣で豊臣方
しょ

について戦いました。時の将
ぐんひでただ しよけい

軍秀忠は、盛親を処刑するこ

とをいいわたし、長宗我部家
ちよつけい

の直系は、盛親の代でたえて

しまったのです。
…
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若宮八幡宮（高知市長浜》

もとらか ぶしよう わかれんが

文化人元親元親は、強い武将でありましたが、和歌や連歌を
さどう

たしなみ、茶道にも通じた文化人でもありました。都から、和歌・
なんが〈こうぎ じゅ

書道などの先生を招いてさかんにしたり、南学の講義を受けて、儒

学を学びました。元親は、このような教育を受ける機会を自分ばか
かしんしてい おこう

りでなく、家臣の子弟たちにも与え、岡豊文化の花をさかせました。
ぶ ん か ざ い しゅうち〈

高知県の文化財のなかには、元親の時代に修築されたものが残さ

れています。
なんこぐこくぶこくぷんじ ぃつくとさじんじゃ 縦がはまわかみや

南国市国分の国分寺・高知市一宮の土佐神社・高知市長浜の若宮
は らまんぐう

八幡宮などが有名です。
しゅつじん きがん

若宮八幡宮は、元親が出陣にあたり、戦勝を祈願した神社です。

そのため神社の建築を出陣の形にかたどり、とんぼがとび出す形の

出とんぼ式の建築になっています。
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が い せ ん き じ ん

一方、土佐神社の方は、戦争から凱旋して帰陣するようすをちょ

うどとんぼが本殿にむかってとびこむ形となる、入りとんぼ式の建

築になっています。
もとちかかしんとうせい とうち

元親は、家臣を統制する能力や国を統治する能力にもすぐれてじ
ちょうそがぺひやっかじよう おきて ちけんちよう

ました。「長宗我部元親百か条」という淀がきや「長宗我部地検帳」

によって、元親の国のおさめかたを知ることができます。
じゅうようぷんかざい

「長宗我部地検帳」は、全部で368冊あり、県の重要文化財に指定
けんちひでよしめいれい

されています。検地は、秀吉の命令によって、元親がおこなったも
だいちよう

ので、すべての田畑の面積を調べ、台帳に記録しました。長宗我部
にゅうこ〈やまうちけ

家にかわって入国した山内家もこの地検帳をひきついで、土佐をお

さめました。
ねんぐ IjようしゅいちI』ようぐそく

この地検帳には、年貢の3分の2を領主や一領具足たちが取り、

3分の1が農民のとり分だったことが記されています。平地の少な
ふたん できびと

い土佐では、農民たちの負担も大きかったのです。土佐の出来人、
きょうど ぷしよう

長宗我部元親は、郷土の生んだ勇ましい武将ですが、元親をささえ

てはたらいた農民たちのことも忘れてはならないでしょう。

識
剥
秘
〃
＃
則
＄
；

長宗我部地検帳（高知県立図書館蔵）
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÷ トピック岡豊城跡 国 の 史 跡 に
一 三 一 ～～

岡豊小学校の西に岡豊山があります。県立歴史民俗資料館がある

ので、行ったことがある人もいるかもしれませんね。

この岡豊山には、長宗我部氏の居城であった岡豊城がありました。

岡豊城は、元親が土佐を統一し、四国統一を目指す間の拠点となっ

ていました。また、元親が豊臣秀吉に敗れ、大高坂城（現在の高知

城の場所にありました｡）に移るまでの居城でした。

2008年（平成20年）7月28日、この岡豊城跡の一部が国の史跡

に指定されました。

岡豊城歴史公園マップ

つめ そう

詰（ここに2層以上の建物があったと考えられ

ています｡）

でんウ蕊やめとくるイブ

伝厩跡曲輪（長さ30iii、幅17mの楕円形で、泰

城を守る出城であったとされています｡）

繊恋鼠鴎塵心呂墾 生ご垂苗・k｡’窮心

高知県立歴史民俗資料館ホームページ(htti)://w¥v¥v.kochi-l)uiikaz;ii(l;m.or.ip/~rekirnin/)
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